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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

過年度において当社の退職給付信託に拠出した株式にかかる税金計算において誤りが判明いたしましたので訂正致

します。

　その結果、当社が平成27年２月６日付で提出いたしました第83期第３四半期（自　平成26年10月１日　至　平成26

年12月31日）四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４

項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。また、過年度において重要性の観点から

修正を行わなかった事項も修正を行っております。

　なお、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所についてはXBRLの修正も行い、併せて修正後のXBRLデータ一

式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　訂正後の四半期連結財務諸表の記載内容については、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けてお

り、その四半期レビュー報告書を添付しております。

 
２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　第４　経理の状況

　　　２　監査証明について

　　　１　四半期連結財務諸表等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第82期
第３四半期
連結累計期間

第83期
第３四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自  平成25年４月１日

至  平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （百万円） 20,752 20,974 28,522

経常利益 （百万円） 583 445 1,027

四半期（当期）純利益 （百万円） 261 177 455

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 406 347 645

純資産額 （百万円） 19,194 18,871 19,104

総資産額 （百万円） 44,557 43,185 45,780

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 5.02 3.40 8.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 35.6 35.8 34.4
 

 

回次
第82期
第３四半期
連結会計期間

第83期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.14 1.57
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。

なお、第１四半期連結会計期間において、TESAC USHA WIREROPE CO.,LTD.を持分法適用の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和・財政政策等から、企業収益や雇用環境は改善傾向に

ありますが、中国経済の成長鈍化や昨秋以降の急激な原油価格下落などにより、先行き不透明な状況で推移しまし

た。

当社グループを取り巻く事業環境は、民間投資関連需要では予想されていた消費税率引き上げに伴う駆け込み需要

の反動は軽微にとどまりましたが、公共投資関連需要では人手不足や用地買収の遅れによる工事開始の遅延等が顕著

となり、出足は鈍く厳しい状況で推移しました。

このような状況に対して、当社グループでは、高付加価値製品の販売拡大による収益力の向上を図ってまいりまし

た。また、諸資材やエネルギーコストの上昇等に対しては、販売価格の是正に努めるとともに収益改善活動等を引き

続き推進し、競争力強化を図ってまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,974百万円と前年同期に比べ1.1％の増収となり、営業利益は

694百万円（前年同期比2.9％減少）、経常利益は445百万円（前年同期比23.8％減少）となりました。また法人税等お

よび少数株主利益を差し引いた後の四半期純利益は177百万円（前年同期比32.1％減少）となりました。

 

当第３四半期連結累計期間のセグメント毎の状況は次のとおりです。

 

＜特殊鋼線関連事業＞

(ＰＣ関連製品)公共事業関連では、人手不足の影響や用地買収の遅れなどから、物件発注の開始遅れが顕著で前年同

期に比べ販売数量・売上金額とも減少しました。民間需要関連では、マンション向けは比較的堅調だったもののプロ

ジェクト物件の遅れの影響もあり、前年同期に比べ販売数量・売上金額とも減少しました。全体としても前年同期に

比べ販売数量・売上金額とも減少を余儀なくされました。

 

(ばね・特殊線関連製品) 主要な需要分野である自動車向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、消費増税による

駆込み需要の反動減があったものの北米などの海外生産が堅調に推移したことから、前年同期に比べ販売数量・売上

金額とも増加しました。また、ばね用ニッケルめっき鋼線は、主要販売先であるOA機器分野の需要が先進国向けを中

心に鈍化する中で、新たな販売先への拡販に努めた結果、販売数量・売上金額とも増加しました。ステンレス鋼線に

ついても、住宅関連分野で在庫調整の影響を受けたものの他分野での拡販に努め、前年同期に比べ販売数量・売上金

額ともに増加しました。

 

その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は10,710百万円と前年同期に比べ2.2％増加となり、セグメント利益は

421百万円と前年同期に比べ150百万円の増加となりました。
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＜鋼索関連事業＞

ワイヤロープの国内需要は建設関連の増加を期待しましたが、人手不足による工事遅延などの影響から需要が伸び

ず、国内向け販売は前年同期並みとなりました。輸出については円安の影響により、販売数量・売上金額とも増加し

ました。

 

その結果、鋼索関連事業全体の売上高は9,484百万円と前年同期に比べ5.2％増加となり、セグメント利益は427百万

円と前年同期に比べ56百万円の増加となりました。

 

＜エンジニアリング関連事業＞

道路騒音防止関連製品の売上金額は前年同期に比べ増加しましたが、吊構造用ケーブルでは、橋梁向け・建築向け

とも売上金額は前年同期に比べ減少しました。また、落橋防止ケーブルの売上金額も前年同期に比べ減少しました。

 

その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は732百万円と前年同期に比べ39.3％減少となり、セグメント損

益は190百万円の損失（前年同期は37百万円の利益）となりました。

 

＜その他＞

不動産関連事業の売上高、セグメント利益はそれぞれ46百万円、35百万円と前年同期並みとなりました。

 

(2)  財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、24,719百万円（前連結会計年度末は27,321百万円）とな

り、2,601百万円減少となりました。主に現金及び預金が2,867百万円減少したことによるものです。

 

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、18,465百万円（前連結会計年度末は18,459百万円）とな

り、6百万円増加となりました。主に建物及び構築物（純額）が158百万円減少、繰延税金資産が146百万円増加したこ

とによるものです。

 

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、10,847百万円（前連結会計年度末は、12,264百万円）と

なり、1,416百万円減少となりました。主に短期借入金が1,022百万円減少、未払法人税等が460百万円減少したことに

よるものです。

 

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、13,465百万円（前連結会計年度末は、14,410百万円）と

なり、945百万円減少となりました。主に長期借入金が1,282百万円減少、退職給付に係る負債が371百万円増加したこ

とによるものです。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、18,871百万円（前連結会計年度末は、19,104百万円）とな

り、233百万円減少なりました。主に利益剰余金が369百万円減少したことによるものです。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は170百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 88,000,000

計 88,000,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 58,698,864 58,698,864
東京証券取引所
(市場第二部)

株主として権利内容に制限
のない、標準となる株式
単元株式数は1,000株

計 58,698,864 58,698,864 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年12月31日 ― 58,698,864 ― 8,062 ― 2,015
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式
単元株式数は1,000株普通株式 6,643,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 51,786,000 51,786 同上

単元未満株式 普通株式 269,864 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数  58,698,864 － －

総株主の議決権 － 51,786 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式961株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
兵庫県尼崎市中浜町10番地１ 6,643,000 － 6,643,000 11.32

神鋼鋼線工業㈱

計 － 6,643,000 － 6,643,000 11.32
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,206 6,339

  受取手形及び売掛金 9,517
※２  9,477

  商品及び製品 3,649 3,903

  仕掛品 2,306 2,497

  原材料及び貯蔵品 1,699 1,705

  繰延税金資産 311 192

  その他 678 649

  貸倒引当金 △49 △46

  流動資産合計 27,321 24,719

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,117 3,958

   機械装置及び運搬具（純額） 4,244 4,250

   工具、器具及び備品（純額） 143 169

   土地 6,033 6,033

   リース資産（純額） 82 72

   建設仮勘定 142 85

   有形固定資産合計 14,763 14,568

  無形固定資産 225 248

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,372 1,506

   長期貸付金 0 －

   繰延税金資産 1,093 1,239

   その他 1,040 938

   貸倒引当金 △36 △36

   投資その他の資産合計 3,470 3,648

  固定資産合計 18,459 18,465

 資産合計 45,780 43,185
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,775
※２  2,801

  短期借入金 6,923 5,901

  リース債務 32 32

  未払費用 1,184 1,175

  未払法人税等 491 31

  賞与引当金 527 235

  その他 329
※２  670

  流動負債合計 12,264 10,847

 固定負債   

  長期借入金 10,261 8,979

  リース債務 64 54

  役員退職慰労引当金 62 50

  環境対策引当金 8 9

  退職給付に係る負債 3,148 3,520

  繰延税金負債 492 493

  その他 372 357

  固定負債合計 14,410 13,465

 負債合計 26,675 24,313

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,062 8,062

  資本剰余金 6,354 6,354

  利益剰余金 2,783 2,414

  自己株式 △1,355 △1,357

  株主資本合計 15,845 15,473

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 89 116

  為替換算調整勘定 120 162

  退職給付に係る調整累計額 △328 △275

  その他の包括利益累計額合計 △118 3

 少数株主持分 3,377 3,393

 純資産合計 19,104 18,871

負債純資産合計 45,780 43,185
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 20,752 20,974

売上原価 16,667 16,846

売上総利益 4,084 4,127

販売費及び一般管理費 3,369 3,433

営業利益 714 694

営業外収益   

 受取利息 34 34

 受取配当金 13 17

 負ののれん償却額 30 －

 固定資産賃貸料 24 35

 受取保険金 1 35

 貸倒引当金戻入額 6 1

 その他 13 10

 営業外収益合計 124 134

営業外費用   

 支払利息 138 123

 持分法による投資損失 17 96

 その他 99 162

 営業外費用合計 256 383

経常利益 583 445

税金等調整前四半期純利益 583 445

法人税、住民税及び事業税 142 131

法人税等調整額 127 84

法人税等合計 270 215

少数株主損益調整前四半期純利益 313 229

少数株主利益 52 52

四半期純利益 261 177
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 313 229

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 41 27

 為替換算調整勘定 1 △0

 退職給付に係る調整額 － 53

 持分法適用会社に対する持分相当額 49 37

 その他の包括利益合計 92 117

四半期包括利益 406 347

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 348 294

 少数株主に係る四半期包括利益 57 53
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 持分法適用の範囲の重要な変更

　TESAC USHA WIREROPE CO.,LTD.は重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含め

ております。
 

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を単一の加重

平均割引率へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が310百万円増加、退職給付に係る資産が125

百万円減少し、利益剰余金が281百万円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響

は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

1 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

神鋼新确弾簧鋼線(佛山)有限公司 374百万円 492百万円
 

（注）上記の債務保証は、(株)神戸製鋼所による債務保証を当社が再保証したものであります。

 

※2 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を満

期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 － 768百万円

支払手形 － 124百万円

その他（設備関係支払手形） － 1百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

減価償却費 730百万円 738百万円

負ののれんの償却額 △30百万円 －百万円
 

 

(株主資本等関係)

　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 156 ３ 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 104 ２ 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 156 ３ 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年11月６日
取締役会

普通株式 104 ２ 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高       
  

  外部顧客への売上高 10,483 9,015 1,206 20,705 46 20,752 － 20,752

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

554 160 1 716 － 716 △716 －

計 11,038 9,175 1,208 21,422 46 21,468 △716 20,752

セグメント利益 271 370 37 679 35 714 － 714
 

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高       
  

  外部顧客への売上高 10,710 9,484 732 20,927 46 20,974 － 20,974

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

541 204 32 779 － 779 △779 －

計 11,252 9,689 764 21,706 46 21,753 △779 20,974

セグメント損益 421 427 △190 658 35 694 － 694
 

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5円02銭 3円40銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 261 177

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 261 177

普通株式の期中平均株式数(千株) 52,075 52,060
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第83期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当については、平成26年11月６日開催の取締役会に

おいて、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しまし

た。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　　104百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　２円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成26年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月13日

神鋼鋼線工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　井　隆　雄 　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   柴　原　啓　司　　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼鋼線工業株

式会社の平成26年4月1日から平成27年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成26年10月1日から平成

26年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成26年4月1日から平成26年12月31日まで）に係る訂正後の四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼鋼線工業株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成27年2月6日に四半期レビュー報告書を提出した。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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